遠藤文学における〈ペドロ岐部〉（二）― 『メナム河の日本人』から『王国への道』まで ― by 長濵 拓磨
〈요약〉
	 	 「약자」의	문학이라고	불리는	엔도 (遠藤 ) 문학에서	<페도로	기베 (岐部 )>	(1587~
1639) 은	대립	목덜미의	「강자」라고	하는	중요한	역할을	짊어지고	있다 .	그러나 ,	선행	연구
에	있어서	엔도 (遠藤 ) 문학에	있어서의	<페도로	기베 (岐部 )>이	주목받는	것은	거의	없
었다 .	「약자」에	관심이	집중하고	있었기	때문이다 .	그러한	현상을	근거로	해	본고는	엔도
(遠藤 )	분학에	있어서	<페도로	기베 (岐部 )>이	어떠한	역할을	다해	왔는지	그	흔적을	
확인하고 ,	재검토를	도모하는	것을	목적으로	한다 .	이미	논자는	「엔도 (遠藤 )	분학에	있어
서의	<페도로	기베 (岐部 )>	(1)」에	있어서	『유학』	(1965),	『침묵』	(1966) 을	중심으로	
해서	<페도로	기베 (岐部 )>이	가린	흔적을	밝혔다 .	그러나 ,	2작품에	있어서의	<페도로	
기베 (岐部 )>의	역할은	어디까지나	부차적인	것이며 ,	< 페도로	기베 (岐部 )>이	실제로	
중요한	등장	인물로서	작품	안에서	움직이기	시작하는	것은	『메나무강의	일본인』	(1973)	
이후가	된다 .	거기에서	본고에서는 ,	최초에	<페도로	기베 (岐部 )>이	등장하는	『메나무
강의	일본인』	(1973)	로부터	마지막으로	이름이	등장하는	『왕국의	길』	(1981)	까지를	채
용하고 ,	작품안에서	<페도로	기베 (岐部 )>이	어떤	역할을	다하고	있는	것일지	그	흔적을	





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3）  拙稿「遠藤文学における〈ペドロ岐部〉（一）―『留学』『沈黙』を中心として ―」『遠藤周
作研究第八号』（2015.9）。
4）  次の 4本である。
 （1） 鈴木秀子「『メナム河の日本人』」（『世紀』，1973.11）
 （2）  麻生直「日本人の原像にせまる ― 雲「メナム河の日本人」（上演劇評）」（『テアトロ』，
1973.12）
 （3） 矢代静一「二人三脚『メナム河の日本人』」（『文芸』，1973.12）





7） H・チースリクには〈ペドロ岐部〉研究の書として『キリシタン人物の研究 ― 邦人司祭の









 （1）  久保田暁一「遠藤周作の視点 ―『鉄の首枷』と『銃と十字架』について」（『キリスト教文
学の可能性』だるま書房，1979.11），
 （2） 尾崎秀樹「大航海時代」（『歴史文学夜話　鷗外からの 180篇を読む』講談社，1990.7），
 （3） 広石廉二「『銃と十字架』― 殉教者の論理」（『遠藤周作の縦糸』朝文社，1991.10），
 （4） 三木サニア「遠藤周作『銃と十字架』」（『キリスト教文学』，2011.8）。
13） 「有馬，日之枝城」（『切支丹の里』中央公論社所収）
14）  このエッセイは『朝日新聞』に 5回に分けて連載された。ちなみに 1回目では，アユタヤの日
本人町の跡地を訪れ山田長政に対して思いを馳せている。
15）  〈ペドロ岐部〉とイエスの相似形の問題は作者が自作解説で触れている。
 遠藤　 それはもう明らかにロドリゴ，キチジローの線と対比させていました。でもしかし一方で
は，『沈黙』のときは同行者イエスといいますか，こちらの苦しみを知っているイエスと
いうのを書きましたけれども，ペドロ岐部のとき（引用者注：『銃と十字架』）はイエスに
少なくとも相似形になろうとするキリスト者ですね。イエスもまたこの同じ苦しみを受け
たんだからという，相似形になろうとするキリスト者を書くことで，右翼左翼を固めよう
という気持はありました。その相似形になろうという気持が，やがて『侍』のなかで侍が
キリストというのはぜんぜん信じなかったけど，「あの人」と相似形になっていくわけで
す。（傍線部引用者／遠藤周作・佐藤泰正『人生の同伴者』春秋社，1991.11）
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